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システム概要
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コンパネ、鋼製型枠、樹脂型枠、スライドセントルなどの型枠に取
り付けたスマートセンサにより、コンクリート構造物から直接情報
を収集し、無線で高度な品質管理を行うＩＣＴ技術です。
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スマートセンサ取付断面図

①特殊リチウム電池［大容量で長期稼働が可能］

②型枠周辺温度センサ

③加速度センサ［型枠の姿勢検知など］

④コンクリート表面用温度センサ［表面温度から

強度を推定］＆静電センサ［打設検知］

⑤無線モジュール［ＳＳリーダとのデータ通信］



① 強度管理

② 温度管理 （表面温度＋中心温度）

③ 施工履歴の管理

スマートセンサ型枠システムで出来ること
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① 強度管理

• コンクリート躯体の表面温度から強度を推定。

• 強度発現の履歴を、現場で無線で確認できる。

• 計測ピッチは、一般型枠仕様（明かり工事）は１時間毎、
セントル仕様は１０分毎。

• スマートセンサを設置した箇所の強度が分かる。

• 脱型のタイミングを合理的に判断できる。

• テストピースとのキャリブレーション不要。

5



6

国土交通大臣による告示（国土交通省告示第503号・平成28年3月17日公布）にお

いて、コンクリートの表面温度から強度発現の推定を行う手法が、コンクリート構造

物の強度管理方法として合法化されました。

強度推定式について
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② 温度管理 （表面温度＋中心温度）

• 表面から５～１０センチまで差し込む熱電対と異なり、ス
マートセンサは異物を混入することなく、かぶり表面の温
度を計測できる。

• ＳＳリーダにより無線で情報収集→配線手間不要。

• スマートセンサと内部温度計測ユニット【オンドミール】を
併用することで、表面温度と中心温度を一元管理できる
→事前の温度応力解析による推測値と、実現場での温
度応力を比較検証できる。

※オンドミールはオプションです。



１. 型枠の建て込み

２. 生コンの到達

３. コンクリート表面温度及び周辺温度

４. 支保工及び型枠の解体

③ 施工履歴の管理
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等の情報を記録・管理



一般型枠仕様
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（コンパネ・メタル・透明型枠）



一般型枠仕様（明かり工事）
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無線通信によるデータ読み取りイメージ



スマートセンサの取付状況
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スマートセンサの取付状況
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透明型枠対応タイプ スマートセンサの取付状況



コンクリート強度発現グラフ
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一般型枠仕様
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強度カラー分布一般型枠仕様
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スマートセンサとオンドミールを併用した内外温度管理イメージ図



※オンドミール１台で、最大４ヶ所の内部温度を計測可能

オンドミール本体と専用熱電対
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・内部温度を基準とした表面温度との温度差グラフ
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・内部温度との温度差 カラー分布
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・センサ情報グラフ
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セントル仕様
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セントル仕様 ： 無線通信によるデータ読み取りイメージ

22



点線部はプレートの下のスマートセンサの位置を示しています。
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スマートセンサの取付状況
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コンクリート強度発現グラフセントル仕様
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強度カラー分布セントル仕様



リモート管理システム（オプション）
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セントル専用圧力センサ付スマートセンサ型枠システム（オプション）
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圧力センサ本体

表示盤 制御盤

・構成部材の外観写真（圧力センサ利用の場合）
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・圧力センサグラフ例



株式会社ＪＵＳＴ．ＷＩＬＬ

〒812-0022 福岡市中央区薬院2-2-24-2F

TEL: 092-401-1424

FAX: 092-401-1425

EMAIL:  smartsensor@just-will.jp

「スマートセンサ型枠システム」専用ホームページ

https://smartsensor.jp/
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